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第
百
四
十
一
条
の
二
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
国
外
事
業
所
等
帰
属
所
得
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
）

第
百
四
十
一
条
の
三

内
国
法
人
の
各
事
業
年
度
の
前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
国
外
源
泉
所
得
（
以
下
第
百
四
十
一
条

の
七
（
特
定
の
内
部
取
引
に
係
る
国
外
事
業
所
等
帰
属
所
得
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
）
ま
で
に
お
い
て
「
国

外
事
業
所
等
帰
属
所
得
」
と
い
う
。）に
係
る
所
得
の
金
額
は
、内
国
法
人
の
当
該
事
業
年
度
の
国
外
事
業
所
等（
法

第
六
十
九
条
第
四
項
第
一
号
（
外
国
税
額
の
控
除
）
に
規
定
す
る
国
外
事
業
所
等
を
い
う
。
以
下
第
百
四
十
一
条

の
七
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）を
通
じ
て
行
う
事
業
に
係
る
益
金
の
額
か
ら
当
該
事
業
年
度
の
当
該
事
業
に
係
る
損

金
の
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。

２

内
国
法
人
の
各
事
業
年
度
の
国
外
事
業
所
等
帰
属
所
得
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
上
当
該
事
業
年
度
の
益
金

の
額
又
は
損
金
の
額
に
算
入
す
べ
き
金
額
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
内
国
法
人
の
国
外
事
業
所
等

を
通
じ
て
行
う
事
業
に
つ
き
、
内
国
法
人
の
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
に
関
す
る
法
人
税
に
関
す
る
法

令
の
規
定
に
準
じ
て
計
算
し
た
場
合
に
益
金
の
額
と
な
る
金
額
又
は
損
金
の
額
と
な
る
金
額
と
す
る
。

３

内
国
法
人
の
各
事
業
年
度
の
国
外
事
業
所
等
帰
属
所
得
に
係
る
所
得
の
金
額
に
つ
き
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
法

第
二
十
二
条
（
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
）
の
規
定
に
準
じ
て
計
算
す
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

一

法
第
二
十
二
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
販
売
費
、
一
般
管
理
費
そ
の
他
の
費
用
の
う
ち
内
部
取
引
（
法

第
六
十
九
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
内
部
取
引
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
、
次
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
百

四
十
一
条
の
七
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、債
務
の
確
定
し
な
い
も
の
を
含
む
も
の
と
す
る
。

二

法
第
二
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
資
本
等
取
引
に
は
、
国
外
事
業
所
等
を
開
設
す
る
た
め
の
内
国
法
人
の

本
店
等
（
法
第
六
十
九
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
本
店
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
、
次
条
第
二
項
第
二
号

及
び
第
百
四
十
一
条
の
七
に
お
い
て
同
じ
。）か
ら
国
外
事
業
所
等
へ
の
資
金
の
供
与
又
は
国
外
事
業
所
等
か
ら

本
店
等
へ
の
剰
余
金
の
送
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
事
実
を
含
む
も
の
と
す
る
。

４

内
国
法
人
の
各
事
業
年
度
の
国
外
事
業
所
等
帰
属
所
得
に
係
る
所
得
の
金
額
に
つ
き
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

法
第
五
十
二
条
（
貸
倒
引
当
金
）
の
規
定
に
準
じ
て
計
算
す
る
場
合
に
は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す

る
金
銭
債
権
に
は
、
当
該
内
国
法
人
の
国
外
事
業
所
等
と
本
店
等
と
の
間
の
内
部
取
引
に
係
る
金
銭
債
権
に
相
当

す
る
も
の
は
、
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

５

内
国
法
人
の
国
外
事
業
所
等
と
本
店
等
と
の
間
で
当
該
国
外
事
業
所
等
に
お
け
る
資
産
の
購
入
そ
の
他
資
産
の

取
得
に
相
当
す
る
内
部
取
引
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
内
部
取
引
の
時
に
そ
の
内
部
取
引
に
係
る
資
産
を
取
得
し

た
も
の
と
し
て
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
じ
て
計
算
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
内
国
法
人
の
各
事
業
年
度
の
所
得
の

金
額
の
計
算
に
関
す
る
法
人
税
に
関
す
る
法
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。

６

第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
内
国
法
人
の
当
該
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
損
金
の

額
に
算
入
さ
れ
た
金
額
の
う
ち
に
法
第
二
十
二
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
販
売
費
、
一
般
管
理
費
そ
の
他
の

費
用
で
国
外
事
業
所
等
帰
属
所
得
に
係
る
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
と
そ
れ
以
外
の
業
務
の
双
方
に
関
連
し
て
生
じ

た
も
の
の
額
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
共
通
費
用
の
額
」
と
い
う
。）が
あ
る
と
き
は
、
当
該
共
通
費

用
の
額
は
、
こ
れ
ら
の
業
務
に
係
る
収
入
金
額
、
資
産
の
価
額
、
使
用
人
の
数
そ
の
他
の
基
準
の
う
ち
こ
れ
ら
の

業
務
の
内
容
及
び
費
用
の
性
質
に
照
ら
し
て
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
基
準
に
よ
り
国
外
事
業
所
等
帰
属
所
得
に
係

る
所
得
の
金
額
の
計
算
上
の
損
金
の
額
と
し
て
配
分
す
る
も
の
と
す
る
。

７

前
項
の
規
定
に
よ
る
共
通
費
用
の
額
の
配
分
を
行
つ
た
内
国
法
人
は
、
当
該
配
分
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
事
項

を
記
載
し
た
書
類
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

法
第
六
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
内
国
法
人
は
、
確
定
申
告
書
、
修
正
申
告

書
又
は
更
正
請
求
書
に
当
該
事
業
年
度
の
国
外
事
業
所
等
帰
属
所
得
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
に
関
す
る
明
細

を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
外
事
業
所
等
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
資
本
に
対
応
す
る
負
債
の
利
子
）

第
百
四
十
一
条
の
四

内
国
法
人
の
各
事
業
年
度
の
国
外
事
業
所
等
を
通
じ
て
行
う
事
業
に
係
る
負
債
の
利
子
（
手

形
の
割
引
料
、
第
百
三
十
六
条
の
二
第
一
項
（
金
銭
債
務
に
係
る
債
務
者
の
償
還
差
益
又
は
償
還
差
損
の
益
金
又

は
損
金
算
入
）
に
規
定
す
る
満
た
な
い
部
分
の
金
額
そ
の
他
経
済
的
な
性
質
が
利
子
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。
次

項
に
お
い
て
同
じ
。）の
額
の
う
ち
、
当
該
国
外
事
業
所
等
に
係
る
自
己
資
本
の
額
（
当
該
事
業
年
度
の
当
該
国
外

事
業
所
等
に
係
る
資
産
の
帳
簿
価
額
の
平
均
的
な
残
高
と
し
て
合
理
的
な
方
法
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
か
ら
当
該

事
業
年
度
の
当
該
国
外
事
業
所
等
に
係
る
負
債
の
帳
簿
価
額
の
平
均
的
な
残
高
と
し
て
合
理
的
な
方
法
に
よ
り
計

算
し
た
金
額
を
控
除
し
た
残
額
を
い
う
。）が
当
該
国
外
事
業
所
等
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
資
本
の
額
に
満
た
な
い
場

合
に
お
け
る
そ
の
満
た
な
い
金
額
に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
は
、
当
該
内
国
法
人
の
当
該
事
業
年
度
の
国
外
事
業

所
等
帰
属
所
得
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
損
金
の
額
に
算
入
し
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
負
債
の
利
子
の
額
は
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
か
ら
第
四
号
に

掲
げ
る
金
額
を
控
除
し
た
残
額
と
す
る
。

一

国
外
事
業
所
等
を
通
じ
て
行
う
事
業
に
係
る
負
債
の
利
子
の
額
（
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
金
額
を
除

く
。）

二

内
部
取
引
に
お
い
て
内
国
法
人
の
国
外
事
業
所
等
か
ら
当
該
内
国
法
人
の
本
店
等
に
対
し
て
支
払
う
利
子
に

該
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
の
金
額

三

前
条
第
六
項
に
規
定
す
る
共
通
費
用
の
額
の
う
ち
同
項
の
規
定
に
よ
り
国
外
事
業
所
等
帰
属
所
得
に
係
る
所

得
の
金
額
の
計
算
上
の
損
金
の
額
と
し
て
配
分
し
た
金
額
に
含
ま
れ
る
負
債
の
利
子
の
額

四

次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
内
国
法
人
の
各
事
業
年
度
の
国
外
事
業
所
等
帰
属
所
得
に
係
る
所
得
の
金
額
の

計
算
上
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
金
額

３

第
一
項
に
規
定
す
る
国
外
事
業
所
等
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
資
本
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ

り
計
算
し
た
金
額
と
す
る
。

一

資
本
配
賦
法
（
次
に
掲
げ
る
内
国
法
人
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
計
算
し
た
金
額

を
も
つ
て
国
外
事
業
所
等
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
資
本
の
額
と
す
る
方
法
を
い
う
。）

イ

ロ
に
掲
げ
る
内
国
法
人
以
外
の
内
国
法
人

資
本
配
賦
原
則
法
（

に
掲
げ
る
金
額
か
ら

に
掲
げ
る
金

額
を
控
除
し
た
残
額
に
、

に
掲
げ
る
金
額
の

に
掲
げ
る
金
額
に
対
す
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
す
る
方
法

を
い
う
。）

当
該
内
国
法
人
の
当
該
事
業
年
度
の
総
資
産
の
帳
簿
価
額
の
平
均
的
な
残
高
と
し
て
合
理
的
な
方
法
に

よ
り
計
算
し
た
金
額

当
該
内
国
法
人
の
当
該
事
業
年
度
の
総
負
債
の
帳
簿
価
額
の
平
均
的
な
残
高
と
し
て
合
理
的
な
方
法
に

よ
り
計
算
し
た
金
額

当
該
内
国
法
人
の
当
該
事
業
年
度
終
了
の
時
の
当
該
国
外
事
業
所
等
に
帰
せ
ら
れ
る
資
産
の
額
に
つ
い

て
、
取
引
の
相
手
方
の
契
約
不
履
行
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
り
発
生
し
得
る
危
険
（
以

下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
発
生
し
得
る
危
険
」
と
い
う
。）を
勘
案
し
て
計
算
し
た
金
額

当
該
内
国
法
人
の
当
該
事
業
年
度
終
了
の
時
の
総
資
産
の
額
に
つ
い
て
、
発
生
し
得
る
危
険
を
勘
案
し

て
計
算
し
た
金
額
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